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◆ 著 書 
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◆ 原 著 

1）河野浩万，松田圭二，中島崇博，清水順一，小宗静男： 鼓室洞内進展真珠腫に 

対する retrofacial approachの経験．耳鼻と臨床 51(1)：1－4，2005 

2）河野浩万，中島崇博，清水順一，外山勝浩，春田 厚：血管塞栓術並びに KTP レ

ーザーが有用であった鼓室型グロームス腫瘍の 1 症例．Otol Jpn 15（2）：166－170，

2005 

3）須田佳人，花牟礼 豊，笠野藤彦，鹿島直子：甲状舌管を伴わないオトガイ下異所

性甲状腺乳頭癌．日本耳鼻咽喉科学会会報 108：27―30，2005 

4）奥田 匠，花牟礼 豊，笠野藤彦，鹿島直子：蝶形骨洞を主病変とする症例の臨床 

的検討．日本耳鼻咽喉科学会会報 108：835－841，2005 

5）奥田 匠，外山勝浩，長井慎成，春田 厚：下咽頭原発の内分泌細胞癌例．耳鼻

臨床 98（11）：873－879，2005 

6）清水謙祐，松浦宏司，外山勝浩，坪井康浩，河野浩万，春田 厚，東野哲也，小宗

静 男：アブミ骨手術における術後前庭機能．Otol Jpn 15（2）：151－156，2005 

7）清水謙祐，松浦宏司，池田卓生，外山勝浩，松田圭二，東野哲也，中山明峰，小

宗静男：輻輳誘発性振り子様眼振の 1症例．Otol Jpn 15（5）：671－674，2005 
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143，2005 

9）君付 隆，堀之内謙一，外山勝浩，春田 厚，紀井登志哉，原 由起代，鳥原康治，

松浦宏司，大迫廣人，竹中美香：耳掻痒感に対するべジル酸べポスチン（タリオン錠）

の有用性の検討．耳鼻と臨床 51（2）：131－136，2005 

10)横尾宏毅、菅野孝、佐藤伸矢、柳田俊彦、小林英幸、和田明彦：インスリン受容体 
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その他 

◆ 特別講演 

○ 全国シンポジウム・パネルディスカッション・ワークショップ 

 

◆ 学会，研究会報告 

○ 国際学会 

1) Kawano H, Kasano F, Fukudome S, Matsuda K, Tono T: Cochlear implantation in 

patients with an eosinophilic otitis media. The 5th Asia Pacific Symposium on Cochlear 

Implants and Related Sciences, 2005年 12月, Hong Kong 

 

○ 全国学会 

1）春田 厚，外山勝浩，須田佳人，小松原幸子，中島崇博：下咽頭・頚部食道癌に対

する遊離空腸再建による喉頭温存手術．第 15 回日本頭頚部外科学会総会・学術講

演会，2005年 1月，新潟  

2）長井慎成，須田佳人，外山勝浩，春田 厚，米山匠，中野真一：外シャントを用い

経動脈再建を行った中咽頭癌術後頚部再発の１例．第 15 回日本頭頚部外科学会総

会・学術講演会，2005年 1月，新潟 

3）奥田 匠，外山勝浩，長井慎成，須田佳人，春田 厚：下咽頭原発の神経内分泌

腫瘍の 1症例．第 15回日本頭頚部外科学会総会・学術講演会，2005年 1月，新潟 

4）須田佳人，春田 厚，奥田 匠，長井慎成，外山勝浩：遊離空腸再建後に

PROVOX2留置術を施行された患者の術後経過の検討．第 15回日本頭頚部外科学

会総会・学術講演会，2005年 1月，新潟 



5）菅野孝、柳田俊彦、佐藤伸矢、横尾宏毅、根本隆行、吉川教恵、小林英幸、和田 

明彦：ニコチン長期処置によるインスリン受容体シグナリングの増強メカニズム、第 78

回日本薬理学会年会. 2005年 3月. 横浜 

6）佐藤伸矢、柳田俊彦、菅野孝、横尾宏毅、根本隆行、吉川教恵、小林英幸、和田

明彦：イムノフィリン・リガンドによる insulin receptor substrate-2 の選択的な減少：

calcineurinの関与、第 78回日本薬理学会年会. 2005年 3月. 横浜 

7）柳田俊彦、岩切智美、菅野孝、佐藤伸矢、小林英幸、横尾宏毅、根本隆行、吉川

教恵、和田明彦：Glycogen synthase kinase-3βによる電位依存性Na+チャネルの発現

調節：insulin-like growth factor-I、リチウム、バルプロ酸による up-regulation、第 78回

日本薬理学会年会. 2005年 3月. 横浜 

8）横尾宏毅、根本隆行、佐藤伸矢、柳田俊彦、菅野孝、小林英幸、和田明彦：

Glycogen synthase kinase-3β：インスリン受容体細胞膜発現正と負の調節分子スイッ

チとしての役割、第 78回日本薬理学会年会. 2005年 3月. 横浜 

9）小林英幸、柳田俊彦、横尾宏毅、菅野孝、佐藤伸矢、根本隆行、和田明彦：糖質コ

ルチコイドによるラット脳微小血管のアクアポリン１発現の増加、第 78回日本薬理学会

年会. 2005年 3月. 横浜 

10）根本隆行、横尾宏毅、佐藤伸矢、菅野孝、柳田俊彦、小林英幸、和田明彦： 

Glycogen synthase kinase-3 ：insulin receptor substrate-1/-2発現の正と負の調節 

第 78回日本薬理学会年会. 2005年 3月. 横浜 

11）奥田 匠，春田 厚，長町茂樹，須田佳人，長井慎成，高岩一貴，中島崇博，外 

山勝浩：SPECTを用いた他覚的静脈性嗅覚検査法．第 106回日本耳鼻咽喉科学 

会総会・学術講演会，2005年 5月，大阪 

12）河野浩万，福留真二，松田圭二，坪井康浩，春田 厚：好酸球性中耳炎により内

耳線維化をきたした 1 症例．第 106 回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会，2005

年 5月，大阪 

13）松浦宏司，清水謙祐，福留真二，加藤榮司，中山 翼，河野浩万，春田 厚：ハイ

リスクファクター児の ABR による聴覚障害の検討．第 106 回日本耳鼻咽喉科学会総

会・学術講演会，2005年 5月，大阪 

14）外山勝浩，坪井康浩，河野浩万，東野哲也，小宗静男，春田 厚：後天性中耳真

珠腫に対する自家耳介軟骨による scutumplastyの有用性に関する検討．第 106回日

本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会，2005年 5月，大阪 

15）松田圭二，河野浩万，岩永秀憲，直野秀和，清水順一，春田 厚：錐体尖コレステ

リン肉芽腫の手術―経蝶形骨洞アプローチが可能であった 1 例．第 106 回日本耳鼻

咽喉科学会総会・学術講演会，2005年 5月，大阪 

16) 河野浩万，長井慎成，松田圭二，外山勝浩，春田 厚：ツチ骨の可動性を伴った

耳硬化症例．第６７回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会，2005年７月，愛媛 



17) 福留真二，河野浩万，中島崇博，東野哲也：耳小骨奇形手術症例の検討．第６７

回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会，2005年７月，愛媛 

18）岩永英憲，長井慎成，松田圭二，外山勝浩，春田 厚：当科で経験された炎症性

偽腫瘍の２症例．第６７回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会，2005年７月，愛媛 

19）永野由起，河野浩万，福留真二，奥田 匠，松浦宏司，東野哲也：急性感音難聴

を呈した内耳出血症例．第 50 回日本聴覚医学会総会・学術講演会，2005 年 9 月，

東京 

20）加藤榮司，松浦宏司，福留真二，永野由起，中山 翼，河野浩万，春田 厚，東

野哲也：耳鳴りにおける TRT1 年経過例の治療成績．第 50 回日本聴覚医学会総会・

学術講演会，2005年 9月，東京 

21）河野浩万，松田圭二，中西 悠，坪井康浩，外山勝浩，東野哲也：鼓室硬化症に

よるアブミ骨固着に対する TORP を用いた耳小骨再建．第 15 回日本耳科学会総会・

学術講演会，2005年 10月，大阪 

22）中西 悠，河野浩万，奥田 匠，外山勝浩，春田 厚，東野哲也：癒着性中耳炎手

術例の検討．第 15回日本耳科学会総会・学術講演会，2005年 10月，大阪 

23）中島崇博，河野浩万，東野哲也，松田圭二，春田 厚：耳硬症におけるマルチス

ライス CT像の検討．第 15回日本耳科学会総会・学術講演会，2005年 10月，大阪 

24）外山勝浩，松田圭二，坪井康浩，河野浩万，小宗静男，東野哲也：後天性中耳真

珠腫を対象とした外耳道後壁保存型鼓室形成後の上鼓室陥凹に関する検討．第 15

回日本耳科学会総会・学術講演会，2005年 10月，大阪 

25）松田圭二，和田 仁，河野浩万，坪井康浩，佐藤伸矢，君付 隆，東野哲也：タン

パク質モータ Prestinの発現量と機能．第 15回日本耳科学会総会・学術講演会，2005

年 10月，大阪 

26）中山 翼，倉内紀子，河野浩万：人工内耳装用児 4例のコミュニケーション機能の 

第 50回日本音声言語医学会総会・学術講演会，205年 10月，横浜 

27) 清水謙祐、中山明峰、鳥原康治、東野哲也：精神科患者における赤外線 CCDカ

メラ眼振所見の検討．第 64回日本めまい平衡医学会，2005年 11月.東京 

28）長井慎成，奥田 匠，須田佳人，外山勝浩，春田 厚：当科における Provox 

FreeHands HME使用経験．第 57回日本気管食道科学会総会・学術講演会，2005年

11月，京都 

29）中山 翼，長井慎成，奥田 匠，福留真二，鄧 鋼，春田 厚：喉頭摘出患者の術

後嗅覚能の評価と訓練．第 57回日本気管食道科学会総会・学術講演会，2005年 11

月，京都 

 

 

○ 地方部会 他 



1）永野由起，河野浩万，福留真二，奥田 匠，松浦宏司，春田 厚：突発難聴を呈し

た内耳出血症例．第 20回九州連合地方部会学術講演会，2005年 7月，佐賀 

2）中島崇博，外山勝浩，奥田 匠，長井慎成，河野浩万，春田 厚：当科における超

選択的動注化学療法施行例の検討．第 20 回九州連合地方部会学術講演会，2005

年 7月，佐賀 

3）下薗政巳，土屋克之，植木義裕：喉頭に限局したアミロイドーシスの 1 例．第 20 回

九州連合地方部会学術講演会，2005年 7月，佐賀 

4)佐藤伸矢、柳田俊彦、根本隆行、吉川教恵、丸田豊明、横尾宏毅、小林英幸、和 

明彦：カルシニューリンによる insulin receptor substrate-2の発現調節機構、第 58回日

本薬理学会西南部会. 2005年 11月. 福岡 

5）柳田俊彦、丸田豊明、佐藤伸矢、吉川教恵、岩切智美、根本隆行、横尾宏毅、小

林英幸、和田明彦：リチウムによる電位依存性 Na＋チャネルの細胞膜発現増加、第

58回日本薬理学会西南部会. 2005年 11月. 福岡 

6）横尾宏毅、柳田俊彦、根本隆行、佐藤伸矢、小林英幸、吉川教恵、丸田豊明、和

田明彦：Glycogen synthase kinase-3β活性によるインスリン受容体細胞膜発現の調

節：リチウムによる検討、第 58回日本薬理学会西南部会. 2005年 11月. 福岡 

7）根本隆行、横尾宏毅、佐藤伸矢、柳田俊彦、吉川教恵、丸田豊明、小林英幸、和

田明彦：Glycogen synthase kinase-3β構成的活性による insulin receptor substrate-1/-2 

(IRS-1/-2) 発現の保持、第 58回日本薬理学会西南部会. 2005年 11月. 福岡 

8）吉川教恵、柳田俊彦、佐藤伸矢、根本隆行、丸田豊明、横尾宏毅、小林英幸、和

田明彦：Heat Shock Protein 90による insulin receptor substrate-1/-2の発現調節、第 58

回日本薬理学会西南部会. 2005年 11月. 福岡 

9）鳥原康治，川畑隆之，小松原幸子：県立延岡病院平成 17年度入院・手術統計．第

100回日耳鼻宮崎県地方部会学術講演会，2005年 12月．宮崎 

10）下薗政巳，土屋克之，植木義裕：県立宮崎病院平成 17 年度入院・手術統計．第

100回日耳鼻宮崎県地方部会学術講演会，2005年 12月．宮崎 

11）川畑隆之，鳥原康治：耳下部トキソプラズマ性リンパ節炎症例．第 100回日耳鼻宮

崎県地方部会学術講演会，2005年 12月．宮崎 

12）土屋克之，下薗政巳，植木義裕：当科で経験した頸部神経鞘腫３例．第 100 回日

耳鼻宮崎県地方部会学術講演会，2005年 12月．宮崎 

 

 ◇研究会 

1）鳥原康治：花粉症治療について，延岡地区宮崎県 Airwayフォーラム報告会．2005

年 1月，延岡 

2）下薗政巳：花粉症について 治療と対策．県立宮崎病院「ふれあい健康講座」，

2005年 2月．宮崎 



3）河野浩万：耳あかのはなし．耳の日無料相談会，2005年 3月，宮崎 

4）君付 隆：耳鳴りは治るか？．耳の日無料相談会，2005年 3月，宮崎 

5）坪井康浩：花粉症のはなし．耳の日無料相談会，2005年 3月，宮崎 

6）大迫廣人：AICA領域に責任病巣が疑われためまいを伴う突難症例．第 6回宮崎 

県北耳鼻咽喉科臨床会，2005年 9月，延岡 

7）鳥原康治，川畑隆之：爆発事故による鼓膜損傷症例の検討．第 6 回宮崎県県北耳

鼻咽喉科臨床会，2005年 9月，延岡 

 


